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1.1.1.1.はじめにはじめにはじめにはじめに 
ＩＴＳ情報通信システム推進会議(ITS フォーラム) 移

動通信システム専門委員会 位置情報 WG は、位置情

報サービスの為の位置情報交換規格の策定活動を行

ってきた。位置情報を取得し、表現し、ネットワークを用

いて様々な形態の機器と交換することを想定し、位置情

報の内容、表現法、通信プロトコルに付いて研究し、ガ

イドラインを策定した。ここでは、位置情報の内容、表現

法に付いて報告する。 

2.2.2.2.位置情報位置情報位置情報位置情報のののの内容内容内容内容 
位置情報の交換を円滑に行うには、情報内容と形
式に関して普遍性と汎用性が求められる。以下では、
その点に考慮した位置情報の「生成」と、「記述」に
関して述べる。 
位置情報位置情報位置情報位置情報のののの生成生成生成生成 位置情報群の骨格となる内容

としては、緯度・経度・高度が考えられる。これを
位置の絶対表現と規定する。これに対して、位置の
相対表現も規定した。位置の絶対表現は、理論的に
はそれだけで地物の位置を表現するには十分である。
しかし、位置情報の具体的利用を鑑みるとき、絶対
位置情報には測定誤差が含まれる。この位置を地図
の上に写像する時、更に地図の誤差が重畳し、地図
上の地物と、その絶対位置が写像された位置とでは、
誤差を生じる可能性がある。絶対位置を測位された
対象は、実際には、該地物の北面に面しているにも
かかわらず、地図上に写像された位置は該地物の南
面に位置してしまう可能性がある。従って、絶対位
置に対して、補助的役割を持つ相対位置を項目に 
含めることとした。 
その他の位置情報項目は、ITS に限らず、位置情報
を必要とするサービスにおいて普遍的に用いること 
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ができるよう配慮したが、基本的には現存の位置情
報関連団体と連携し、MOSTEC / MOPAの仕様と、
2000 年 6 月 ITS 関連旧五省庁連絡会議が想定した
172 のアプリケーション／サービスを参考にして抽
出した。 
位置情報位置情報位置情報位置情報のののの記述記述記述記述 位置情報を記述するに際して

考慮すべき要件は 3件ある；１．言語、２．記法、
３．コードがそれである。これらの問題をより一般
的に解決するために特に制限は設けず、概念レベル
で上記位置情報項目を規定することとした。記述法
そのものは規定しない。 
本ガイドラインでは、一例として記述に XML を

用いたものを挙げた。この場合、コード体系は必然
的に XMLの規定に従う。 
記法とは、位置情報の概念の具体的表現である；

「東経 139度 24分 23秒、北緯 35度 24分 51秒、海
抜 63.0m」と記述するのか、「Ｅ：139°24'23"、Ｎ：
35°24'51"、Ｈ：63.0m」とするのかという問題であ
る。これについてはガイドラインとしては規定しな
い。 

XML表記では、これらを XMLのタグ名として規
定した。具体的には、<latitude>, <longtitude>のよう
なタグを規定した。コードに関しては XML で規定
されるので、XMLを用いる場合にはそれに従うこと
になる。 
位置情報位置情報位置情報位置情報のののの構造構造構造構造 位置情報の構造は、MOSTEC の

POIXをベースとし、MOPAの位置情報 URLの一部
を加え、さらに本ＷＧ独自の、下記 A,B,C３点の機
能を追加した。 
A. 緯度経度表現緯度経度表現緯度経度表現緯度経度表現ではではではでは不完全不完全不完全不完全なななな位置表現対策位置表現対策位置表現対策位置表現対策 
緯度経度を使用する場合の問題として、精度があ

る。ポイントの緯度経度を算出する場合、ITS のよ
うな用途では精密な測量をするわけにいかず、通常
は GPS測位を行う。相手側がその位置情報を使う場
合、更に、地図誤差をともなう。地図参照の場合、
目的の位置が道路や川に対して反対側に表示されて
しまう可能性がある為、致命的な誤りとなる場合が
ある。この問題は、緯度経度以外に、付近の地物（道
路や川）に対する相対関係をあわせて示すことによ
り解決できる。 
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図１ 地物を利用した相対的位置表現 
 
図１は、点Ｄを、点Ａ，Ｂ，Ｃにより表現しよう
とするものである。点Ａとしては、交差点など、必
ず規定できる点を用いる。点Ｂ，Ｃは道路などの地
物上の点を用い、点Ａから道のりＬなどで規定でき
る。最終的に、点Ｄは、近傍の点Ｃにより規定でき
る。 
B. 点点点点だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、線線線線やややや面面面面のののの表現表現表現表現 
－線の表現：「東名高速道路上りの海老名ＳＡから
厚木ＩＣまで」など。 
－面の表現：「天気予報のエリア」「行政界」「釣り
場スポット」「震災範囲」「犯人逃走範囲」「無料
配達サービス範囲」等 

C. イベントドリブンイベントドリブンイベントドリブンイベントドリブン型型型型のののの表現表現表現表現 
－位置情報にアクション情報を組み込む 
位置情報に関わるアクションを相手側にさせるア
プリケーションが多いという想定から考えられたも
のである（特に案内）。 
位置情報項目の概要を、表１に示す。 

3.あとがきあとがきあとがきあとがき 現在、陸続と新たなサービスが実現し

ている位置情報サービスに対して、本WGが提案す 
る ITS位置情報に関わる通信仕様のガイドラインに
ついて述べた。 
固定電話での各種サービスが次々と移動通信でも実
現している中で、位置情報サービスは固定電話には
無い移動通信固有のサービスとして展開されつつあ
る。 
個々の位置情報サービスはそれぞれ独立に構築 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

されてきた経緯も有り、標準化と言う点では立ち遅
れている事を鑑み、本ガイドラインを作成した。位
置情報サービス標準化の一端を担えれば幸いである。 
謝辞謝辞謝辞謝辞； ITS 情報通信システム推進会議、移動通

信専門委員会、ARIB 事務局、総務省、および位置
情報WG関係者の方々のご指導、ご協力に感謝致し
ます。 
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format型情報  datum測地系  unit座標系
type情報種別  author作成者  time作成日時
lat緯度        lon経度      herror平面誤
alt高度        verror高度誤差 
geo_shape地物形状      geo_type地物種別
prereference基準点の前の形状点 
reference基準点となる形状点 
reference_type基準点種別 
postreference 基準点の後の形状点 
distance基準点からの距離 
sideサイド      line線      area面 
move移動体移動状態 
method移動手段    speed移動速度 
dir移動方向         locus軌跡座標点列 
method移動手段 
ipoint導入地点      iclass導入地点種別 
tpoint到着地点     tclass到着地点種別 
route案内経路       pol経路座標点列 
action条件動作 
exe_condition 起動条件 
kill_condition 終了条件 
  
   表１ 位置情報ＷＧの位置情報の一部 


